実行計画書

中国（重慶）での日中韓環境分析研究交流会シンポジウム
「2006 China-Japan-Korea Symposium on Environmental Analytical Chemistry」

趣旨説明

ガスクロマトグラフィー研究懇談会が手探りではじめた研究交流を母体として、2005年にJAIMAカンファレンスの場を借りて分析化学会の国際協力の補助金を頂きセパレーションサイエンスを構成する研究懇談会が協力して開催しました。取り組みの内容としては、中国・韓国における日本につながりのある帰国研究者、日本に留学生の派遣を考えたり共同研究を目指している研究者を中心に緊密な連絡を行っていくことを念頭において参加を呼びかけ国際交流を目指しました。各研究懇談会の協力もあり全体で約70名の参加者、海外からも18名の会議となりました。この後も引き続き交互に交流することで互いの協力関係を保つことが可能と考えておりますが、日本での開催は会場や運営費用などの点で開催者側にも海外の参加者にも負担が大きく、なかなか連続して日本開催を実現することが難しい状況にあります。

今回は中国側から呼びかけがあり、日本で開催したものと同じ規模で中国（重慶）に開催の場所を移して国際協力の場を設けたいと言う意見が出て参り、9月14日から18日に開催することとなりここに実行計画書を作成した次第です。

形式はシンポジウムとし、中国からの要請により派遣する招待者による講演と、今後国際交流をめざす研究者等の参加及び中国・韓国の研究者による研究紹介を中心に、中国・韓国の分析化学と分離分析を取り巻く環境や機器分析全般にわたる話題について意見交換を行います。本シンポジウム開催を通じて研究交流の場と機会を提供し意見交換などを行う予定です。

主催：日中韓環境分析研究交流会（日本側:FIA,GC,IC,LC懇合同、中国側：西南大学、中国科学院生態環境科学研究所） 
後援：（社）日本分析化学会、中国科学院生態環境科学研究所、中国自然科学基金、韓国分析化学会
大会会長：Professor Xiaoquan SHAN（中国科学院生態環境科学研究所）
日本団長：保母　敏行（東京都立大学名誉教授）

会場：中国　西南大学（重慶）
日程：2006年9月14日から18日
公式言語：英語（通訳なし）

参加予定者、規模

日本から20名程度、中国約60名、韓国10名程度。

（中国自然科学基金招待者等約10名を予定）

運営委員会名簿

別紙添付

中国側事務局
Prof. Dr. Cheng Zhi Huang, College of Chemistry and Chemical Engineering, Southwest University (Changqing)
Prof. Dr. Jin-Ming Lin, Research Center for Eco-Environmental Sciences, Chinese Academy of Sciences. (Beijing)

日本側事務局

GC研究懇談会　副委員長　前田恒昭、（独）産業技術総合研究所

E-mail:maeda-t@aist.go.jp
日程案

9月

14日（木）Welcom Rception、夜意見交換会

15日（金）CJKシンポジウム、夜意見交換会：招待講演20分、一般講演15分

16日（土）CJKシンポジウム、夜意見交換会：招待講演20分、一般講演15分
17日（日）視察（視察に行かない方は帰国）
18日（月）視察

19日（火）帰国

予算案

別紙添付
参加登録費（個人）：2万円

参加登録費（企業）：3万円（展示広告費含む）

その他費用

視察費用：実費精算（参加者のみ）

宿泊費（大学内の四つ星ホテル）：実費精算、約4―5千円（中国側が一括して予約）

交通費（航空運賃）：各自負担、約8―10万円
